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平成11年1月発行
表紙がカラーに。定例会報告のみでなく、
行政視察等、議会活動報告が載るようになる。

平成20年4月発行
誌名が「議会だより　しょうわ」となり、
広報への改革が進む。
昭和町議会の独自性があらわれ、
県町村議会広報コンクールで最優秀賞！
以後3年連続で最優秀賞を受賞する。

平成23年4月発行
記念すべき議会だより！！
全国コンクールで
最優秀賞を受賞！
昭和町議会改革が評価される。



昭和60年6月発行
本格的に広報編集委員会としてスタート。
写真掲載も増えてくる。
この前号（44号）から
今のサイズ（A4版）となる

平成5年6月発行
誌名が「私たちのしょうわ町
議会」となる。
中身のレイアウトもだいぶすっ
きりと読みやすくなってきた。

昭和49年5月発行
サイズはB5版。
文字の多い議会だよりだった…。
当時はまだ広報編集委員会はなく
総務常任委員会が担当していた。



　
議
会
だ
よ
り
発
行
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
62
年
ま
で
の
議
員
生
活
16
年

で
し
た
が
、
28
年
経
過
し
時
代
の
流
れ
の
速
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
議
会
だ
よ
り
発
行
で
は
、
広
報
委
員
会
の

構
成
も
な
く
、
議
長
・
総
務
常
任
委
員
会（
5
人
）・
教

育
厚
生
・
産
業
土
木
常
任
委
員
会
の
各
委
員
長（
2
人
）・

役
場
総
務
課
係
長（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）で
発
行
に

向
け
て
の
準
備
に
入
り
、
広
報
予
算
や
ペ
ー
ジ
数
・

校
正
な
ど
問
題
が
山
積
す
る
中
で
、
昭
和
49
年
5
月

に
第
1
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
昭
和
町
は
交
付
団
体
で
財
政
的
に
厳
し
い

時
代
で
し
た
が
、
企
業
誘
致
を
進
め
、
国
母
工
業
団

地
や
釜
無
工
業
団
地
を
造
成
し
、
財
政
も
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
強
く
記
憶
に
残
る
の
は
、
昭
和
26
年
か
ら
清
水
新

居
区
の
児
童
の
委
託
問
題
で
、
毎
年
、
町
に
請
願
・

陳
情
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
議
会
だ
よ
り
」
が
多
く
の
町
民
に

愛
さ
れ
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
願
い
、
お
祝
い

の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

第
1
回
広
報
発
行
に
向
け
て

牧
野
 
方
宏

ま
き

の

ま
さ

ひ
ろ

第
1
号
担
当
編
集
委
員

　
平
成
の
大
合
併
も
約
10
年
の

歳
月
が
流
れ
、
山
梨
日
日
新
聞

紙
上
で
も
連
載
が
組
ま
れ
、
合

併
後
の
市
・
町
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
町
も
平
成
14
年
か
ら
田

富
・
玉
穂
3
町
で
の
合
併
が
協

議
さ
れ
、
議
会
は
合
併
推
進
が

過
半
数
で
、
平
成
16
年
7
月
の

町
民
意
向
調
査
の
結
果
、
合
併

反
対
が
過
半
数
を
占
め
、
合
併

は
し
な
い
と
の
結
論
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
の
議
会
と
民
意

の
乖
離
が
議
会
改
革
の
原
点
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
の
議
会
議
員
選
挙

は
16
名
中
9
名
が
新
人
と
い
う

結
果
で
、
新
議
会
発
足
に
際
し

「
町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
」

を
目
指
し
、
①
学
ぶ
議
会
②
行

動
す
る
議
会
③
改
革
変
革
す
る

議
会
を
3
つ
の
公
約
と
し
て
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
山
梨
学
院
大
学
ロ
ー
カ
ル
ガ

バ
ナ
ン
ス
学
会
と
提
携
、
大
学

と
議
会
と
の
提
携
は
珍
し
い
事

例
と
し
て
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

発
奮
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
井

戸
端
会
議
の
定
期
的
な
開
催
や
、

町
民
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
専
門
の

先
生
の
指
導
を
受
け
た
り
し
な

が
ら
、
遂
に
念
願
の
全
国
町
村

議
会
広
報
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
（
議
会
だ
よ
り
し
ょ
う

わ
1
4
9
号
）
。

　
と
も
に
苦
労
し
た
副
議
長
ほ

か
議
員
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
長
・

局
員
の
協
力
な
く
し
て
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
町
議
会

の
さ
ら
な
る
充
実
と
町
の
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
革
新
）

第
1
3
4
号
〜
1
4
9
号

発
行
責
任
者

あ
さ

か
わ

た
け

お

浅
川
 
武
男

か
い

り



平成25年11月13日開催

　平成25年11月13日（水）、住
民の先頭に立って活躍されている区
長さんと意見交換会を開催しました。
区長の皆さまからいただいたご意見
をしっかり受け止め、議会活動に反
映させていきたいと思います。
（一部のみ掲載）

昭
和
町
議
会
議
長

萩
原
　
馨

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
議
会
も
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
始
め
た
山
梨
学
院

大
学
と
の
提
携
も
7
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
の
学
生

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
町
民

参
加
型
政
策
提
案
学
習
会
」

と
形
を
変
え
て
行
い
ま
し
た
。

町
の
組
織
13
団
体
の
代
表
や

議
会
モ
ニ
タ
ー
、
議
会
議
員

と
で
学
生
の
若
い
政
策
提
案

を
聞
き
、
意
見
交
換
を
す
る

中
で
「
町
民
と
共
に
歩
む
議

会
」
に
挑
戦
で
き
た
こ
と
は

町
民
の
皆
様
の
議
会
に
対
す

る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
63
・
4
㌶
の
大

型
常
永
区
画
整
理
事
業
が
平

成
27
年
に
完
成
し
、
甲
府
盆

地
の
中
心
と
し
て
の
機
能
を

持
っ
た
町
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
将
来
の
町

づ
く
り
を
見
据
え
た
中
で
機

構
改
革
も
行
わ
れ
ま
す
。
議

会
と
し
て
も
「
小
さ
く
て
も

豊
か
な
町
づ
く
り
」
の
実
現

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
が
町
民
と
共
に

希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
、
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
町
議
会
議
員

深
澤
　
平
助

河
田
あ
け
み

長
谷
川
幸
廣

三
井
　
　
猛

遠
藤
　
辰
男

田
中
　
博
愛

塚
原
　
將
司

樋
口
　
敏
夫

福
島
　
正
明

河
住
　
保
茂

野
中
　
敏
美

深
澤
　
克
男

林
　
　
和
仁

石
原
　
高
明

中
澤
　
康
夫

（敬称略）

参加者

　〈以上12区長・ほか町議会議員〉

紙漉阿原

築地新居

飯　　喰

河　　西

上　河　東

上河東二区

武 井 啓 吉
坂 本 　 久
小 澤 和 明
秋 山 正 巳
杉 原 喜 彦
石 川 重 明

（会　長）

（副会長）

西条一区

西条二区

清水新居

西条新田

押　　越

河東中島

田 中 憲 治
上 杉 恒 雄
保 坂 哲 彌
小 松 五 郎
雨 宮 敏 明
保 坂 武 彦

（副会長）

　
　
　
　
▼
団
員
確
保
が
年
々

厳
し
い
。
少
子
高
齢
化
な
ど
の

社
会
環
境
の
変
化
、
ま
た
地
域

社
会
の
変
容
に
対
応
し
な
が
ら

関
係
者
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
▼
装
備
品
を
充
実
さ
せ
、

訓
練
等
に
お
け
る
研
修
や
支
援

を
し
て
い
く
。

▼
何
の
た
め
の
団
活
動
な
の
か

理
解
が
必
要
。
団
員
ば
か
り
で

な
く
、
隣
近
所
、
町
民
も
協
力

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が

大
事
。

区
長
会

議
　
会

テーマ
１

消
防
団
へ
の

入
団
促
進
を

　
　
　
　
▼
年
々
予
算
が
増
加

す
る
中
で
、
企
業
の
撤
退
等
で

税
収
が
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　▼
景
気
回
復
を
願
う
と
と
も
に
、

企
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
検

討
し
、
定
期
的
な
意
見
交
換
会

を
開
催
す
る
よ
う
、
町
に
働
き

か
け
て
い
く
。

区
長
会

議
　
会

町
税
収
の
内
訳
一
覧
表
を

提
示
し
な
が
ら
説
明

テーマ
2

税
収
を
ど
の
よ
う
に

上
げ
る
か



12月議会で
決まったこと

　
平
成
25
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
4
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。
町
長
提
出
の
平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
補
正
予
算
3
案
件
の
ほ
か
、
公
平
委
員
選
任
1
件
、
条
例
改
正
7

件
の
計
11
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
が
、
10
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意

見
を
展
開
し
ま
し
た
。

一般会計　※全員賛成で可決

おもな補正財源

4320万円
・国県支出金の障害者自立支援給付費等補助金

おもな使いみち
3000万円

813万円
1766万円

・障害者自立支援給付費
・子ども子育て支援システム構築委託料

・財政調整基金への積立

○補正増額
○予算総額

2530万円
75億4433万円

特別会計　※全員賛成で可決

・介護サービス特別会計 5万5千円減額補正
総額　1464万円

・下水道事業特別会計 5,639万7千円減額補正
総額　10億1293万円

（単位：千円以下切捨て）

子ども・子育て会議

　町の出生数、また世帯

当たりの子どもの人数は

減少傾向にある。しかし

保育所の園児数の増加、

その背景にある女性の就

業状況など、さまざまな

課題を前に支援事業が効

率的に提供されるよう、

体制確保に務めます。



▼
情
報
公
開
条
例
改
正

　
昭
和
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
法
令
番
号
等
を
変
更
す
る
も

の
。

▼
税
条
例
改
正

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
を
4

月
末
か
ら
5
月
末
に
変
更
す
る

も
の
。

▼
使
用
料
徴
収
条
例
改
正

・
押
原
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、
交
流
ル
ー

ム
を
会
議
室
と
し
、
使
用
で
き

る
も
の
と
す
る
も
の
。
ま
た
冷

暖
房
使
用
の
規
定
も
追
記
す
る

も
の
。

・
各
公
共
施
設
（
体
育
施
設
）

の
運
営
状
況
見
直
し
に
よ
る
使

用
料
を
改
正
す
る
も
の
。

▼
地
下
水
採
取
の
適
正
化
に
関

　
す
る
条
例
改
正

　
規
定
に
よ
る
許
可
決
定
を
受

け
た
者
に
加
え
、
10
立
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
届
け
出
を
出
し
た

者
に
対
し
て
も
、
工
事
完
成
届

の
提
出
を
義
務
付
け
る
も
の
。

ま
た
吐
出
口
に
つ
い
て
口
径
サ

イ
ズ
を
追
記
す
る
も
の
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

　
条
例
改
正
及
び
介
護
保
険
条

　
例
改
正

　
保
険
料
延
滞
金
額
に
対
し
、

10
円
未
満
切
り
捨
て
の
も
の
が

1
0
0
円
未
満
を
切
り
捨
て
る

こ
と
に
変
更
さ
れ
る
も
の
。
ま

た
特
例
基
準
割
合
の
変
更
に
伴

う
延
滞
金
割
合
を
改
正
す
る
も

の
。
（
平
成
26
年
1
月
1
日
よ

り
施
行
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

▼
新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減
税

　
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書
の

　
採
択
を
求
め
る
請
願

﹇
要
旨
﹈

　
消
費
税
増
税
に
あ
た
り
、
複

数
税
率
の
導
入
と
新
聞
へ
の
軽

減
税
率
適
用
を
実
現
す
る
こ
と

・
紹
介
議
員
　
中
澤
　
康
夫

・
意
見
書
提
出
機
関

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣

※
賛
成
多
数
で
採
択

（
反
対
＝
深
澤
平
助
議
員
）

▼
要
支
援
者
へ
の
保
険
給
付
の

　
継
続
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

・
提
出
議
員
　
深
澤
　
平
助

・
意
見
書
提
出
機
関

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

　
大
臣

※
全
員
賛
成
で
可
決

請
　
　
願

人
　
　
事

条
例
改
正

意
　

見
　

書

※
全
員
賛
成
で
同
意

河東中島2039番地
山本　哲　氏
やま もと さとし



12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

水
源
対
策
特
別
委
員
会

地
下
水
位
測
定
地
を

増
や
せ
な
い
か

田
中
議
員
　
現
在
の
地
下
水
位
測
定
4
地
点
以
外

に
身
延
線
南
側
、
ま
た
国
母
工
業
団
地
内
も
測
れ

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
課
長
　
新
年
度
に
向
け
、
検
討
し
た
い
。

福
島
議
員
　
井
戸
設
置
届
出
書
の
中
で
「
周
辺
井

戸
の
採
水
に
支
障
が
あ
っ
た
場
合
の
措
置
」
の
欄

に
記
載
が
な
い
。
ま
た
工
事
着
工
年
月
日
に
も
記

載
が
な
い
が
。

環
境
経
済
課
長
　
措
置
に
つ
い
て
は
条
例
に
基
づ

き
明
記
す
る
。
各
年
月
日
等
も
記
載
す
る
。

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

深
澤
（
平
）
議
員
　
補
助
金
の
減
額
と
い
う
よ

り
も
、
文
化
協
会
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
ほ

う
に
視
点
を
変
え
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
活
動
が
衰
退
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
公
民
館
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
教

室
等
を
開
催
し
、
会
員
確
保
に
努
め
、
活
性
化

さ
せ
て
い
く
。

塚
原
議
員
　
1
人
当
た
り
補
助
金
単
価
が
他
市

に
比
べ
て
高
い
が
。

総
務
課
長
　
協
会
野
外
研
修
費
や
部
長
研
修
費

を
見
直
す
中
で
、
段
階
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

福
島
議
員
　
単
に
減
額
す
べ
き
と
は
言
わ
な
い
。

活
動
の
成
果
が
表
れ
て
い
れ
ば
良
い
が
、
費
用

対
効
果
を
考
え
、
各
補
助
金
の
見
直
し
の
時
期

が
き
て
い
る
。
住
民
に
理
解
を
求
め
て
説
明
も

し
て
い
く
べ
き
だ
。

協
働
政
策
評
価
の
検
討
項
目
に

つ
い
て
意
見
交
換

○
団
体
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
主
に
文
化
協
会
運
営
補
助
金
）

文
化
協
会
活
動
の
充
実
は

河
住
議
員
　
設
備
導
入
に
総
合
会
館
が
候
補
と

な
っ
て
い
る
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
1
階
と
2
階

に
必
要
か
。
ど
の
く
ら
い
維
持
で
き
る
の
か
。

今
福
主
事
　
1
階
に
1
台
設
置
予
定
。
稼
動
予

想
は
約
5
時
間
。

福
島
議
員
　
見
積
も
り
を
徴
し
た
中
で
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
提
案
す
る
根
拠
等
を
明
確

に
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
総
合
会
館
に
非
常
用
電
源
が
な
い

こ
と
を
解
消
し
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
機
能

を
持
た
せ
る
意
味
で
こ
の
事
業
を
取
り
入
れ
た

い
。
予
想
さ
れ
る
町
単
独
費
は
で
き
る
限
り
抑

え
ら
れ
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね
利
活
用
し
て
い

き
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

推
進
基
金
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換

太
陽
光
発
電
設
備
を
総
合
会
館
に
？！

審議のようす



12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

三
井
議
員
　
児
童
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
て
ら
す
）

を
町
外
在
住
者
が
利
用
し
て
い
る
が
。
子
ど
も

た
ち
の
補
償
問
題
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と

思
う
が
、
利
用
規
則
や
条
例
整
備
等
を
考
え
な

い
か
。

福
祉
課
長
　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
が
誰
で

も
利
用
で
き
る
開
か
れ
た
も
の
で
、
留
守
家
庭

児
童
学
級
も
含
む
複
合
的
な
施
設
。
町
内
外
問

わ
ず
、
互
い
に
支
障
が
な
け
れ
ば
利
用
で
き
る

と
思
う
。
施
設
の
適
用
の
可
否
や
他
市
の
条
例

等
を
確
認
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
障
害
者
福
祉
制
度
改
正
シ

ス
テ
ム
導
入
委
託
費
増
で
、
追
加
対
象
と
な
っ

た
難
病
者
は
何
人
か
。

福
祉
課
長
　
現
在
85
人
。

河
住
議
員
　
災
害
時
使
用
の
発
電
機
購
入
を
予

算
計
上
し
て
い
る
が
、
維
持
管
理
は
ど
こ
の
課

が
す
る
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
当
課
で
管
理
。
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
式
の
も
の
と
、
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
に
よ
る
簡
易
的
な
小
型
発
電
機
。

児
童
館
の
条
例
整
備
を

保
健
セ
ン
タ
ー
の
非
常
電
源
は

産
業
土
木
常
任
委
員
会

河
住
議
員
　
押
原
公
園
管
理
棟
の
会
議
室
が
増

え
た
が
周
知
は
。

河
田
議
員
　
使
用
料
は
町
内
外
者
問
わ
ず
一
律

か
。

都
市
整
備
課
長
　
管
理
棟
の
窓
口
で
案
内
。
ま

た
町
の
広
報
に
掲
載
す
る
予
定
。
料
金
は
一
律
。

福
島
議
員
　
歳
入
の
国
庫
補
助
金
は
事
業
全
体

の
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
事
前
に
県
と
情
報
共
有

し
、
な
る
べ
く
早
め
に
単
年
度
の
金
額
確
定
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

建
設
課
長
　
補
助
金
額
全
体
は
変
わ
ら
な
い
が
、

各
年
度
の
補
助
金
額
確
定
の
具
合
で
工
事
の
進

み
は
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
。

押
原
公
園
管
理
棟
会
議
室
の
周
知
を

新
設
道
路
の
進
捗
は

総
務
常
任
委
員
会

河
田
議
員
　
今
後
5
年
間
の
計
画
の
中
で
、
現

職
員
定
数
1
0
6
名
を
1
0
9
名
と
す
る
と
あ

る
が
、
増
と
な
る
栄
養
管
理
士
、
社
会
福
祉
士
、

保
育
士
の
3
名
分
と
考
え
て
良
い
の
か
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
職
員
増
は
賛
成
だ
が
、
非

正
規
職
員
の
待
遇
改
善
も
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
定
数
1
0
6
名
に
対
し
現
職
員
は

1
0
0
名
。
定
数
1
0
9
名
に
し
た
時
の
9
名

の
中
に
3
名
が
含
ま
れ
る
。
ま
だ
具
体
的
内
容

は
な
い
。

三
井
議
員
　
退
職
後
の
再
任
用
に
伴
い
、
今
勤

務
し
て
い
る
非
正
規
職
員
の
雇
用
継
続
等
に
影

響
が
出
て
く
る
の
で
は
。

副
町
長
　
具
体
策
は
ま
だ
な
い
が
、
ま
ず
は
現

状
の
課
題
を
解
消
し
て
い
く
中
で
、
非
正
規
職

員
が
多
い
部
署
の
管
理
体
制
を
見
直
す
。
ま
た

他
市
の
情
報
も
得
な
が
ら
条
例
改
正
も
視
野
に

入
れ
、
町
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

職
員
定
数
増
の
内
訳
は

押原公園管理棟



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

昭
和
町
は
甲
府
盆
地
の

中
心
的
な
市
街
地
形
成

が
進
み
、
甲
府
都
市
計
画
区
域
内

で
も
あ
り
、
中
央
自
動
車
道
昭
和

I
C
や
国
道
20
号
線
、
都
市
計
画

道
路
や
県
道
、
J
R
国
母
・
常
永

駅
も
有
し
、
大
型
S
C
も
誘
致
し

て
面
的
整
備
は
素
晴
ら
し
い
環
境

に
あ
る
。
常
永
地
区
区
画
整
理
事

業
も
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
核
と
し
て
、

人
口
2
万
人
も
遠
い
こ
と
で
は
な
く
、

甲
府
都
市
計
画
区
域
の
核
と
な
っ

た
町
に
な
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
整
備

計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、

今
後
の
具
体
的
な
状
況
を
伺
う
。

昨
年
9
月
議
会
定
例
会

で
の
一
般
質
問
に
対
し
、

答
弁
を
し
た
と
お
り
、
市
街
化
調

整
区
域
内
の
開
発
許
可
制
度
の
運

用
を
町
で
施
行
す
る
た
め
に
は
、

開
発
許
可
権
限
を
県
か
ら
町
へ
移

譲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

開
発
審
査
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
特
例
市
で
あ
り
、
事
務

処
理
市
町
村
と
同
等
の
開
発
許
可

事
務
を
行
っ
て
い
る
甲
府
市
と
の

人
事
交
流
に
よ
り
、
開
発
審
査
の

専
門
職
員
の
派
遣
を
平
成
26
年
4

月
か
ら
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
職

員
の
指
導
に
よ
り
専
門
職
員
の
育

成
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
区
整
備
計
画
等
に
つ

い
て
は
、
町
独
自
の
開
発
許
可
制

度
を
検
討
し
、
1
日
も
早
い
施
行

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長

田
中

本会議の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

市
街
化
調
整
区
域
・
地
区

整
備
計
画
は

専
門
職
員
育
成
し

町
独
自
に
制
度
検
討

地区整備計画の実現に
向けて



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

石
原

石
原

町
長

町
長

非常備消防の装備充実は

充実強化を図りたい

平
時
か
ら
連
携
を

強
化
す
る

災
害
時
要
援
護
者
の

対
応
は

助
成
対
象
未
設
置

世
帯
に
考
慮
す
る

高
齢
者
世
帯
に

火
災
報
知
器
設
置
を

常
備
消
防
は
広
域
行
政

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
災
害
時
の
活
動
体
制
は

広
域
的
で
あ
る
。
非
常
時
に
身
近

な
町
民
を
守
る
消
防
団
活
動
に
町

は
十
分
な
支
援
を
す
べ
き
で
、
倒

壊
家
屋
か
ら
人
命
救
助
に
必
要
な

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
、

消
防
団
12
団
に
配
備
す
べ
き
だ
が
、

町
の
考
え
は
。

発
災
直
後
の
人
命
救
助

は
一
刻
を
争
い
、
自
主

防
災
組
織
や
地
域
の
消
防
団
の
活

動
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
災
害

時
に
は
資
機
材
を
安
全
に
使
用
で

き
る
よ
う
、
平
時
で
の
取
り
扱
い

訓
練
も
必
要
で
、
消
防
団
員
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

町
民
に
「
自
助
」「
共
助
」
の
大
切
さ

を
周
知
し
、
ま
た
、
消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
で
は
、
資
機
材
の
整

備
や
訓
練
を
重
ね
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
組
織
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
作
成
の
要
援
護
者
名

簿
は
、
想
定
し
て
い
た

要
援
護
者
数
と
比
較
し
て
十
分
か
。

充
実
さ
せ
る
方
針
は
。
ま
た
、
名

簿
を
消
防
本
部
に
提
供
す
る
考
え
は
。

現
在
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
で
き
な
い
高
齢

者
な
ど
5
8
0
人
余
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。
常
に
対
象
者
の
把
握
に

努
め
、
平
常
時
か
ら
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。
同
意
者
の

情
報
は
関
係
機
関
に
提
供
を
行
う

一
方
、
平
時
も
消
防
関
係
者
な
ど

の
災
害
支
援
者
が
活
用
で
き
る
よ

う
協
議
し
て
い
く
。

要
綱
改
正
に
よ
り
補
助

申
請
が
激
減
し
て
い
る
。

早
急
に
制
度
を
見
直
し
、
該
当
世

帯
調
査
と
全
世
帯
に
対
す
る
補
助

分
の
予
算
を
計
上
す
べ
き
だ
が
、

町
の
考
え
は
。

こ
れ
ま
で
町
が
助
成
を
し
、

2
8
2
件
の
高
齢
者
世

帯
が
設
置
済
み
だ
が
、
助
成
対
象

世
帯
が
8
8
4
世
帯
で
、
現
在
ま

で
の
設
置
数
は
助
成
制
度
未
活
用

世
帯
を
含
め
、
5
8
3
世
帯
、
設

置
率
66
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

26
年
度
予
算
措
置
は
、
要
綱
の
見

直
し
等
を
含
め
助
成
対
象
未
設
置

世
帯
数
を
考
慮
し
て
計
上
し
た
い
。

石
原

町
長

消
防
団
訓
練
時



町
長

林

国
道
20
号
ア
ピ
オ
交
差

点
に
地
下
通
学
路
を

実
情
を
検
証
し

国
・
県
に
要
望

林　　和仁 議員
はやし か ず ひ と

甲府昭和高校入口交差点

国
道
20
号
線
「
甲
府
昭

和
高
校
入
口
交
差
点
」

は
終
日
交
通
量
が
多
く
、
平
成
22

年
に
は
人
身
事
故
件
数
が
県
内
で

最
も
多
い
交
差
点
の
ワ
ー
ス
ト
1
で
、

清
水
新
居
地
区
か
ら
の
通
学
路
で
、

緊
急
合
同
点
検
時
の
危
険
箇
所
で

は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を

し
た
の
か
。

　
平
成
25
年
度
は
43
人
の
委
託
児
童
・

生
徒
が
い
る
が
、
年
々
減
少
し
、

こ
れ
か
ら
は
西
条
小
・
押
中
に
通

学
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
登
校
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

男
性
と
、
保
護
者
が
子
ど
も
た
ち

を
誘
導
し
て
い
る
が
、
柵
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
な
く
大
変
危
険
だ
。

こ
の
交
差
点
で
は
、
歩
行
者
専
用

の
地
下
通
学
路
を
新
設
す
る
こ
と
が
、

も
っ
と
も
安
全
な
対
策
と
考
え
る
が
、

当
局
の
考
え
は
。

地
下
道
は
、
地
上
の
歩

道
橋
と
比
較
し
建
設
に

多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
地
下
に

あ
る
た
め
常
時
灯
火
の
必
要
が
あ
り
、

換
気
や
防
犯
の
点
で
も
留
意
が
必

要
だ
。

　
甲
府
昭
和
高
校
入
口
交
差
点
が

通
学
路
の
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
待
ち
時

間
表
示
付
（
経
過
時
間
表
示
機
能
付
）

歩
行
者
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

学
校
や
P
T
A
か
ら
も
危
険
箇
所

と
し
て
の
報
告
は
な
か
っ
た
と
教

育
委
員
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
歩
行
者
の
安
全

対
策
と
し
て
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

北
側
、
町
道
「
甲
府
昭
和
高
校
東

交
差
点
」
は
、
押
し
ボ
タ
ン
の
歩

車
分
離
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
、

す
べ
て
の
方
向
の
信
号
を
赤
に
し

て
車
両
を
停
止
さ
せ
、
す
べ
て
の

歩
行
者
信
号
を
青
に
し
て
横
断
さ

せ
る
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

　
歩
行
者
専
用
の
地
下
通
路
は
、

立
体
横
断
施
設
や
歩
車
分
離
式
信

号
機
の
設
置
等
、
ど
の
方
式
が
実

情
に
合
っ
て
い
る
の
か
検
証
し
、
国
、

県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。



随
意
契
約
と
は
、
国
や

自
治
体
が
公
共
事
業
を

発
注
す
る
際
、
競
争
入
札
を
行
わ

ず
任
意
の
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
こ

と
を
い
う
が
、
効
率
や
透
明
さ
の

面
で
難
点
が
あ
る
。
本
町
の
随
意

契
約
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

地
方
公
共
団
体
が
契
約

行
為
を
行
う
場
合
、
競

争
性
・
透
明
性
・
経
済
性
等
に
優

れ
た
一
般
競
争
入
札
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
地
域
性
や
地
域
の
実

績
、
中
小
企
業
の
受
注
機
会
確
保

の
た
め
、
指
名
競
争
入
札
、
随
意

契
約
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

随
意
契
約
は
事
務
の
効
率
化
に
寄

与
し
、
信
用
・
能
力
の
あ
る
業
者

を
容
易
に
選
定
で
き
る
反
面
、
透

明
性
や
不
適
正
な
価
格
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
地
方

自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
規
定
に
基

づ
き
契
約
を
実
施
し
て
い
る
。

随
意
契
約
が
で

き
る
も
の
は
、

契
約
の
種
類
に
応
じ
契
約
金
額
の

上
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
該
当
す
る
も
の
は
、
2
社
以
上

か
ら
見
積
も
り
を
徴
し
安
価
で
あ

る
者
と
契
約
し
て
い
る
。
契
約
の

際
に
は
、
随
意
契
約
の
短
所
・
長

所
を
理
解
し
た
上
で
、
契
約
案
件

を
担
当
課
で
精
査
し
、
契
約
担
当

で
あ
る
総
務
課
と
合
議
を
行
い
、

執
行
理
由
な
ら
び
に
業
者
を
厳
選

し
、
適
正
か
つ
透
明
性
を
確
保
し
、

慎
重
に
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

昔
か
ら
子
ど
も
は
叱
る

よ
り
、
褒
め
て
育
て
る

と
い
わ
れ
る
が
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
時
な
ど
、

褒
め
て
あ
げ
る
「
子
誉
め
条
例
」

を
制
定
し
た
ら
ど
う
か
。
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
見
つ
め
な
お
す

こ
と
を
通
し
、
大
人
同
士
の
連
携

を
深
め
る
狙
い
も
あ
る
。
早
急
に

実
現
す
べ
き
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

他
県
で
は
い
く
つ
か
の

自
治
体
で
条
例
制
定
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
中
学
生
を

対
象
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の

整
備
を
趣
旨
と
し
て
い
る
が
、
条

例
に
基
づ
く
行
政
措
置
で
は
な
く
、

も
っ
と
大
人
た
ち
が
日
頃
か
ら
さ

り
げ
な
く
ほ
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
。

　
現
時
点
で
の
条
例
化
は
考
え
て

い
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の

表
彰
部
門
の
拡
大
の
ほ
か
、
教
育

委
員
会
や
青
少
年
育
成
町
民
会
議

な
ど
を
通
し
、
「
ほ
め
る
」
こ
と

を
日
常
生
活
の
中
で
積
極
的
に
進

め
る
取
り
組
み
も
考
え
て
い
き
た

い
。

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

河
住

町
長

町
長

随意契約の見直しは
透明性確保し契約

小中学生によるごみ拾い

ほ
め
る
こ
と
を

積
極
的
に
進
め
る

子
誉
め
条
例
制
定
を

河
住

総
務
課
長



新
聞
報
道
で
は
、
厚
生

労
働
省
は
11
月
14
日
の

社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部

会
で
、
要
支
援
者
へ
の
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
若
干
手
直
し
し
た
も
の
の
、

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
の
事
業
に
ゆ
だ
ね
る
方
針

は
変
わ
ら
な
い
、
と
の
こ
と
だ
。

特
別
の
事
態
に
変
化
が
な
い
限
り
、

こ
の
方
針
が
来
年
の
通
常
国
会
に

か
け
ら
れ
、
平
成
29
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
要
支
援
の
人
を
対
象
と
し
た
介

護
予
防
事
業
は
極
め
て
重
要
な
事

業
で
、
町
で
は
予
防
事
業
と
し
て

14
項
目
の
内
容
で
行
っ
て
い
る
が
、

内
容
を
み
る
と
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
事
業
で
80
％
以
上
を
占
め
て

い
る
。
こ
の
事
業
が
町
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
た
場
合
、
町
は
ど
う
す
る
の

か
。
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

国
は
介
護
の
必
要
度
の

低
い
「
要
支
援
1
・
2
」

の
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
（
予
防
給

付
）
の
う
ち
、
訪
問
介
護
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
だ
け
を
、

29
年
度
末
に
か
け
て
市
町
村
事
業

に
移
す
新
た
な
案
を
示
し
た
。
新

た
な
案
は
市
町
村
が
行
う
事
業
と

し
、
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
と
も
に
配
食
や
見
守
り
な
ど
の

生
活
支
援
を
想
定
し
、
利
用
者
は

既
存
の
事
業
者
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
も
選
べ
る
。
内
容
や
価
格
は
市

町
村
が
決
め
る
が
、
国
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
有
効
な
事
例
を
示
し
、

支
援
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
制
度
改
正
の
方
向
性
は
、

市
町
村
の
役
割
が
重
い
も
の
と
な

り
、
性
急
な
実
施
に
は
確
実
に
機

能
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る

か
な
ど
、
不
安
と
懸
念
が
あ
る
。

本
町
の
実
情
を
精
査
し
、
合
わ
せ

て
住
民
主
体
の
取
り
組
み
等
を
積

極
的
に
活
用
し
、
柔
軟
か
つ
効
果

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
受
け
皿
を
確
保
し
な
が
ら
、

段
階
的
に
新
た
な
事
業
に
移
行
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

本
町
で
N
P
O
法
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
予
防

事
業
が
で
き
る
か
疑
問
だ
。
ま
た

国
の
言
う
「
介
護
と
医
療
の
連
携
」

と
い
う
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
い

る
よ
う
だ
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
条
件
も
要
介
護
3
以

上
に
な
れ
ば
介
護
も
医
療
も
後
退

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
。

新
し
く

制
度
改

正
に
な
れ
ば
地
域
支
援
事
業
で
の

サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
す
る
た
め
、
充

実
し
た
も
の
に
な
る
。

深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

深
澤

深
澤

町
長

介
護
保
険
・
要
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
継
続
を

サ
ー
ビ
ス
低
下
に

な
ら
ぬ
よ
う
努
力

どうなる介護予防事業！？

い
き
い
き
健
康
課
長

再
質
問



河田あけみ 議員
か わ だ

河
田

河
田

町
長

空き家実態と今後の課題は

実態を把握し方向性を検討

内
容
検
討
し

改
善
す
る

「
エ
コ
し
ょ
う
わ
」
の

盛
り
上
が
り
は多くの参加者でにぎわう

町
長

環
境
経
済
課
長

全
国
で
は
急
激
に
進
む

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

空
家
が
増
加
し
て
い
る
。
本
町
で

も
将
来
的
に
は
避
け
ら
れ
な
い
問

題
と
思
う
が
。

①
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
戸
数
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

②
近
隣
か
ら
空
家
の
苦
情
等
は
な

い
か
。

③
今
後
、
空
き
家
対
策
の
た
め
条

例
等
を
制
定
す
る
考
え
は
。

④
子
育
て
支
援
広
場
や
高
齢
者
の

居
場
所
づ
く
り
に
活
用
す
る
考
え
は
。

①
②
町
で
は
全
体
的
な

空
き
家
に
関
す
る
実
態

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
通
行

上
や
防
犯
上
の
問
題
が
あ
る
も
の
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
し
て
相
談
が
あ
り
、

そ
の
事
案
に
よ
っ
て
個
々
に
行
っ

て
い
る
。

③
人
口
動
態
も
含
め
、
他
自
治
体

の
傾
向
と
異
な
る
状
況
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
制
定
す
る
予
定
は

な
い
が
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

の
結
果
概
要
や
、
町
の
人
口
動
態
、

現
に
発
生
し
た
事
案
等
を
勘
案
し
、

条
例
制
定
が
必
要
か
ど
う
か
、
空

き
家
の
実
態
把
握
と
併
せ
て
方
向

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
地
域
ケ
ア
会
議
等
に
お
い
て
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

人
口
動
態
や
空
き
家
の
状
況
を
み

な
が
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
検
証
し
て
い
く
。

毎
年
4
月
29
日
「
昭
和
の

日
」
に
、
押
原
公
園
で
行

っ
て
い
る
「
エ
コ
し
ょ
う
わ
」
は

緑
化
推
進
と
環
境
保
全
を
町
民
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。
今
年
で
3
回
目
だ
が
、

①
エ
コ
し
ょ
う
わ
に
毎
年
ど
の
く

ら
い
の
参
加
者
が
あ
っ
た
か
。

②
今
後
、
盛
り
上
げ
る
た
め
の
課

題
と
企
画
は
。

③
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
を
作
る
考
え
は
。

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、

今
後
も
内
容
を
検
討
し

改
善
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
イ
ベ

ン
ト
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。3

回
目

の
今
年

度
は
、
多
く
の
民
間
事
業
所
や
団

体
に
協
力
い
た
だ
き
、
5
0
0
人

程
度
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

②
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
集

客
力
の
あ
る
催
し
と
し
た
い
。
主

な
対
象
者
が
小
学
生
の
子
ど
も
と

保
護
者
な
の
で
、
そ
の
世
代
が
楽

し
め
る
催
し
も
考
え
る
。

③
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
は
な
い
が
、
役

場
職
員
が
作
成
し
、
広
報
し
ょ
う

わ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
昭
和
の

い
ち
ご
さ
ん
」
一
家
を
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
に
活
用
し
て
い
る
。
い

ち
ご
は
町
の
特
産
品
で
あ
り
、
地

産
地
消
の
推
進
と
い
う
環
境
保
全

の
啓
発
が
図
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の

趣
旨
に
合
致
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
判
断
し
た
経
緯
が
あ
る
。



清
水
新
居
区
（
第
7
回
）

河
東
中
島
区
（
第
6
回
）

10
月
18
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
29
名

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
　
田
中
博
愛

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
　
樋
口
敏
夫

 
 
 
 
 
 
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
遠
藤
辰
男
　
中
澤
康
夫

Ｑ
　
押
中
校
庭
の
砂
は
、
風
が
吹
く
と

近
隣
に
飛
散
す
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
を

越
え
て
飛
ん
で
く
る
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
対
策
は
な
い
か
。

Ａ
　
学
校
で
必
要
に
応
じ
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
に
よ
る
散
水
や
、
冬
季
に
は
塩
カ

ル
の
散
布
も
行
い
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の

回
収
の
徹
底
を
図
る
よ
う
、
学
校
に
注

意
喚
起
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
か
さ
上
げ
は

今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
申
し
込
み
を
し
た
町
内
の
老
人
施

設
か
ら
3
年
待
ち
と
言
わ
れ
た
。
町
と

し
て
老
人
介
護
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
特
養
老
人
ホ
ー
ム
を
町
単
独
で
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
施
設
入
所
に

対
す
る
困
難
を
軽
減
し
て
い
け
る
よ
う
、

議
会
と
し
て
積
極
的
に
町
へ
進
言
し
て

い
き
た
い
。

10
月
29
日
　
区
公
民
館

●
出
席
者
　
　
区
民
28
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
林
　
和
仁

Ｑ
　
土
木
委
員
よ
り
町
へ
要
望
し
た
道

路
拡
張
に
伴
う
停
止
線
や
、
路
面
表
示

を
早
く
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
当
局
で
は
す
で
に
現
地
調
査
を
済

ま
せ
、
26
年
度
に
は
実
施
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　
い
ま
だ
に
残
る
甲
府
へ
の
委
託
児

童
に
つ
い
て
、
区
の
全
児
童
が
昭
和
町

の
学
校
へ
通
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
い

つ
な
の
か
。
具
体
的
に
解
決
の
め
ど
を

示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
町
は
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
に
、
西
条
小
学
校
へ
の
入
学
が
基

本
で
あ
る
と
通
知
し
て
い
る
。
委
託
廃

止
は
区
で
の
意
見
集
約
と
合
意
形
成
が

整
っ
た
上
で
、
甲
府
市
と
も
協
議
を
行

い
決
め
ら
れ
て
い
く
と
思
う
。
今
の
と

こ
ろ
廃
止
時
期
の
設
定
は
な
い
。

Ｑ
　
粗
大
ご
み
の
一
括
収
集
を
始
め
て

み
て
、
以
前
と
の
変
わ
り
は
ど
う
か
。

ま
た
月
1
回
の
収
集
日
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
る
が
、
収
集
回
数
を
増
や
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

Ａ
　
収
集
時
に
身
分
証
明
の
確
認
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
捨
て
主
不
明
の
ゴ
ミ

が
な
く
な
り
、
各
地
区
へ
の
不
法
投
棄

も
減
っ
て
い
る
。
月
1
回
以
外
に
も
平

日
、
ま
た
第
2
日
曜
日
に
㈱
河
西
金
属

商
事
釜
無
工
場
へ
持
ち
込
み
が
で
き
る

の
で
、
現
状
通
り
の
収
集
回
数
で
運
用

し
て
い
き
た
い
。

今後の井戸端会議の予定

日　程

2/15（土）

2/21（金）

区

河　西　区

西条一区

委員会

総務

教育厚生

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
意
見
要
旨
の
み
掲
載
）

地
域
住
民
と
議
員
の
対
話
集
会

収集回数を増やせな
いか！

収集回数を増やせな
いか！

収集回数を増やせな
いか！

テニスボールの
対策は

テニスボールの
対策は

テニスボールの
対策は



飯
喰
区
（
第
9
回
）

西
条
新
田
区
（
第
8
回
）

11
月
28
日
　
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
 
区
民
32
名

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

11
月
29
日
　
集
落
セ
ン
タ
ー

●
出
席
者
　
　
区
民
　
12
名

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
塚
原
将
司
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

Ｑ
　
震
災
が
起
き
た
際
、
町
の
被
害
を

想
定
し
た
対
策
を
議
会
と
し
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
液
状
化
や
氾
濫
が
見
込
ま
れ
、
建

物
の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。
消
防
団
員

も
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
救
助
の
際

に
必
要
な
備
品
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
・
ジ
ャ
ッ
キ
等
の
装
備
を
当
局
に
求

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

そ
っ
て
防
災
訓
練
を
行
い
、
想
定
さ
れ

る
危
険
箇
所
等
の
現
場
視
察
を
行
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
新
住
民
と
の
交
流
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
状
況
だ
が
、
議
会
と
し
て
の
考

え
で
、
何
か
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
区
の
規
約
等
を
作
り
、
理
解
を
求

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
会
な
ど
も
良

い
機
会
に
な
る
の
で
は
。

Ｑ
　
町
の
継
続
的
発
展
と
繁
栄
を
考
え

る
と
、
単
独
町
政
を
進
め
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
企
業
収
益
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、

町
の
特
産
物
や
杉
浦
医
院
や
義
清
神
社

等
、
歴
史
的
資
産
に
集
客
を
計
画
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ
　
現
在
は
残
念
な
が
ら
特
産
物
と
言

え
る
も
の
が
な
い
が
、
農
家
の
後
継
者

育
成
を
進
め
、
法
人
化
を
推
進
す
る
こ

と
も
考
え
た
い
。
ま
た
、
大
学
と
の
提

携
の
中
で
学
生
か
ら
提
案
さ
れ
る
こ
と

も
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
材
料
に
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
2
0
2
7
年
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
通
に
よ
り
、
町
で
も
道
路
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
、

全
体
構
想
の
長
期
的
計
画
の
中
で
は
、

イ
オ
ン
付
近
、
南
北
線
を
常
永
駅
ま
で

つ
な
げ
る
こ
と
と
、
西
条
二
区
旧
満
月

か
ら
国
母
駅
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
将
来
的
に
は
、

新
山
梨
環
状
道
路
に
つ
な
が
る
道
路
整

備
計
画
が
あ
る
。

Ｑ
　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
等
）
は
、

浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
機
能
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
年
1
回

の
法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ｑ
　
現
在
の
下
水
道
普
及
率
は
ど
の
く

ら
い
か
。
ま
た
普
及
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
現
在
93
％
。
未
接
続
世
帯
へ
の
戸

別
訪
問
に
よ
り
、
環
境
面
に
お
け
る
下

水
道
接
続
の
義
務
に
つ
い
て
理
解
し
て

も
ら
う
な
ど
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
経
済
的
な
理
由
で
の
未
接
続
者
に

対
し
て
は
、
貯
蓄
等
の
計
画
を
立
て
て

い
た
だ
き
接
続
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

町に特産物を！町に特産物を！町に特産物を！

下水道普及率の向上策は
！

下水道普及率の向上策は
！

下水道普及率の向上策は
！

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
デ
ザ
イ
ン



　山梨学院大学との提携から6年。これまで大学でワークショップを行ってきたが、
今年度は活気ある町、住みよい町を築くため、また大学と議会がどのように活動を
行っているかを知っていただくためにも学生からの政策提案に対し、町民の皆様と
議員とで意見交換会を開き、町の未来を語る。

子どもの心のケアと市町村

みんなが主役になれるふれあいサロン

市町村教育委員会の活性化について

サロンに関わる全
ての方が互いに必

要だと思い合える場に。
日帰りツアーなどの各行事、
スタッフ同士の交流会や
未来の担い手育成など、
活動の充実を図ってみては。

町のふれあいサロンは活発化して
いて参加者も多いようだが、マン

ネリ化しないよう、専門のアドバイザー
を配置し参加者一人ひとりが主役となる
サロンを目指していきたいと思う。

「楽しくなければサロンでない」ことを基本に活動
している。専従者の配置は大変良いことだと思った。

サロン活動の活性化にとって大変いい提案をいただいた。

昭和町における景観政策の課題

男女共同参画における女性の活躍

若い世代への市民教育

町では昨年「男女共同参
画推進基本条例」を定め

た。各役員へ女性登用の目標値
を出しているが達成はしていな
い。女性の活躍の場を増やして
いくよう、行政へ提言していく。

男女間の労働状況の中
で雇用形態や賃金等に

格差がある。女性が活躍する
ことで経済的な効果が出た事
例もあるが、男女平等な体制
を作れないか。



交通量の増加に備えた環境対策

震災危険地区に対する対策について

昭和町に眠る資源を発掘する

既存集落地内に入ると狭い幅
の道路が多く、火災時には消

防車両の進入が困難。またブロック
塀が多く、災害時は崩壊等の危険が
伴う。対策が必要では。

消防団では万一に備え、日々訓練に取り組んで
いる。また狭い道路、住宅密集地でも救済でき

るよう、小型車両にはポンプや消防機具が積まれてお
り、対策を整えている。日頃から防災・減災意識を高
めていただくことも必要だ。

提案としては評価できる部
分もあるが、案を実現する

ためには莫大な財源等が必要なも
のもあり、検討協議を十分に行い
取り組んでいく必要がある。

【昭和町の将来について】講
演をいただきました。昔を振
り返りながら、昭和町の歴史、
また将来像などを語っていた
だきました。

江藤教授

今村教授

〈講　評〉
　ゼミごとに持ち味があったが、レジュメ
の朗読ではプレゼンテーションにならない。
学生にはプレゼン能力を養う努力をお願い
したい。今まで専門文献を読んだり、互い
に話し合いをした中でここまでの発表にた
どり着けたことは大変立派である。

　【町民参加型…】という点に最大のねらいを定めたことに注目
したい。議員のみでなく関係諸団体とも意見交換ができたことは、
まさに政策提案という面で学生にとっても有り難いことであった。
　今後は具体性を持った提案が望
ましい。議員方も行政側の代弁で
は政策提案の意味が半減する。提
案を受けた形でどういうしくみで
活かせられるのか、議員としての
発言に配慮をお願いしたい。成功
だったと評価する。



―山梨学院大学との勉強会―

永井健夫  教授
なが い かつ お

10月21日
入江煕省  教授
いり え くに ひろ

11月11日

提案がそれぞれ素晴ら
しい！いろいろと参考
に考えさせられた。

これまでの学生の提案
によって実現した政策
等があれば、その都度
公表してはどうか？ 

学生の若々しい意見
（提案）に敬意を表する。
我々も前向きに対処して
いくことが肝要だ。

視点の異なる面から
の提案、意見は参考
になる！

私どもが思っていな
い角度からの提案が
欲しい。

非常に面白かったが、
時間が限られている
ためせわしかった。

彼らが提案した課題解
決策を、社会に出た時
に、自ら実践する社会
人に成長してくれるこ
とを期待したい。

学生の提案に答える形
ではなく、参考にして
議会として取り組み検
討するものだと思うが
どうだろうか？ 

限られた時間で各種団
体と活発に意見を交わ
すためには、事前に山
学大で審査を行い、優
秀な3テーマなどに絞
り込み意見交換会を開
いてはどうか？

大変意義ある学習会
だった！

もう少し時間を調整
してほしい。

議員はもっともっと
勉強してほしい。

もうすこし討議の場が
あっても良いのでは。



10月16日～17日総務常任委員会

東京都：国会傍聴・靖国神社・イオンモール日の出（地域貢献）研修先

11月12日教育厚生常任委員会

長野県：上田市浦里小学校・佐久市議会(ぴんころ運動推進事業)研修先

10月23日～24日産業土木常任委員会

長野県：国営アルプスあづみの公園・黒部ダム・松本市役所(まちづくり)研修先

11
12 山梨学院大学との連携
北海道南幌町議会

なん ぽろ

11
13 議会だより
長野県小諸市議会

10
31 議会だより
三重県東員町議会

11
14 人口増加の取り組み
静岡県森町議会

11
5 議会だより
愛知県大口町議会

11
1 まちづくり推進
栃木県高根沢町議会



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

税務課窓口

（平成20年9月議会　質問者：樋口敏夫議員）

不納欠損が出ている。町の将来のた
めには徴収体制を強化することが必

要だと思うが。

職員の専門性、事務量の増大も検討
し、収納課等の設置を考えていく。

その後

平成26年度より収納課（仮称）を設置する。

（平成25年12月議会　質問者：深澤克男議員）

平成25年度より昭和町食育推進計画
が推進されるが管理栄養士が担う業

務量は格段に増加する。福祉施策等との
関わり方や配置等をどのように考えるか。

有効的な活用を図るため、職務内容
の検討や配置に向け、環境整備と有

能な人材確保に努めたい。

その後

平成26年度より管理栄養士の採用枠を設ける。
栄養講座



議会だより160号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入
してください。FAXやメールも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　2月末日　消印有効

議会だよりは創刊○○周年。1

一般会計補正増額○○○○万円。2

11月24日開催！○○参加型政策提案学習会。3

159号クイズの答え
①　かすみ
②　75
③　西条

こんなご意見を
いただきました！

前回の
お葉書で

この他にも回答をいただきました！
ありがとうございました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

160
No.

2
0
1
4
.1
.2
2

T
E
L
.

T
E
L
.

FA
X
. 0
5
5
-2
7
5
-8
8
4
2（
直通

）
0
5
5
-2
7
5
-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
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梨
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■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

 
昭
和
町
に
住
ん
で
15
年
に
な
り
ま
す
。
長
男
が

生
ま
れ
、
共
働
き
だ
っ
た
う
ち
に
と
っ
て
、
保
育

園
の
存
在
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。

 
そ
ん
な
時
、
友
人
か
ら
昭
和
町
は
保
育
時
間
も

長
く
、
未
満
児
か
ら
保
育
し
て
く
れ
る
、
保
育
料

も
安
い
と
聞
き
、
昭
和
町
へ
の
移
転
を
決
意
し
ま

し
た
。
子
ど
も
を
保
育
園
へ
預
け
て
か
ら
は
、
朝

早
く
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
保
育
し
て
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
小
学
校
へ
上
が
っ
て
か
ら
も
、
き
れ
い
で
最
新

の
設
備
の
整
っ
た
学
校
に
、
楽
し
く
通
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
も
入
団
し
ま

し
た
。
昭
和
町
に
は
数
種
類
の
少
年
団
が
あ
っ
て
、

ど
の
団
も
一
生
懸
命
活
動
し
て
お
り
、
町
か
ら
の

補
助
金
が
出
て
い
た
り
、
会
場
へ
の
移
動
に
町
の

バ
ス
が
使
用
で
き
た
り
と
、
町
を
あ
げ
て
育
成
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

 
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く
な
っ
て
、
子
育
て
と
い

う
感
覚
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
の
助

成
や
地
区
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
育

て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

 
少
子
高
齢
化
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
住
み

よ
い
環
境
と
自
然
が
残
り
、
ま
す
ま
す
子
育
て
の

し
や
す
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 
甲
府
市
か
ら
昭
和
町
に
移
り
住
み
、
3
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
て
き
た
時
は
、

子
育
て
中
心
の
生
活
で
家
に
い
る
時
間
が
長
く
、

今
と
比
べ
て
1
日
が
の
ん
び
り
と
過
ぎ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
活
動

の
場
も
広
が
り
、
公
園
に
身
体
を
動
か
し
に
行
っ

た
り
、
図
書
館
に
行
っ
た
り
、
身
近
な
場
所
に
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
と
い
う
充
実
し
た
環
境
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。

 
昭
和
町
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は
、
毎

年
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
開
か
れ
、
地
域
で
行
わ

れ
る
「
八
幡
初
穂
祭
り
」
「
押
越
区
運
動
会
」
な

ど
の
行
事
も
、
同
じ
地
域
に
住
む
方
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
り
、
住
み
始
め
て
間
も
な
い
私
た
ち

家
族
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 
家
の
近
く
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
、
自
然
が

残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
町
の
歴
史
を
み
る
と
最
初

は
農
業
地
域
で
、
さ
ら
に
新
興
工
業
地
域
と
し
て

大
き
く
発
展
し
、
時
代
と
と
も
に
町
も
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
生
活
が
、
住
み

や
す
い
街
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
地
域
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

楽
し
く
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
し
や
す
い
町

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す

築
地
新
居
区

川
名
　
 
学
さん

か
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な

ま
な
ぶ

押
越
区石

原
　
恵
子
さん

こ

け
い

は
ら

い
し

●
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委
員
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委
　

員
　

長
　
　
石
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高
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副
委
員
長
　
　
林
　
　
和
仁

　
委
　
　
員
　
　
河
田
あ
け
み
　
三
井
　
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
河
住
　
保
茂
 
深
澤
　
克
男

40
周
年
を
迎
え
て

　
「
議
会
広
報
誌
」
発
刊
以
来
40
周
年
、
ま
た

1
6
0
号
と
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

こ
う
し
て
皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
特
集
を
組
め

た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
広
報
誌
は
議
会
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
町
の
歴
史
文
化
を
語
る
意
味
に
お
い
て
も
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
49
年
5
月
の
第
1
号
発
刊
以
来
、
そ
の
時
々

紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
て
も
全
国
優
勝
で
き
る
レ

ベ
ル
と
な
り
本
町
発
展
に
も
寄
与
で
き
た
も
の
と

誇
り
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
40
周
年
を
契
機
に
「
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
」

町
民
に
親
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
と

な
る
こ
と
を
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

現
在
発
行
責
任
者

萩
原
　
　
馨

は
ぎ

は
ら

か
お
る


